
Drupal を支える
プラットフォーム、
きちんと選んでますか？
amazee.io が提案する、
CMSを支えるプラットフォームの新しい標準

DrupalCamp Tokyo 2026



岸辺　めぐみ

奈良県在中
お客様のビジネス成功に向けて、amazee.ioを活⽤し
た技術⽀援をしています。 困ったことがあれば気軽に
ご相談ください。迅速かつ正確なサポートを⼼がけて
います。

開発・TAM（テクニカルアカウントマネージャー）

趣味：愛犬と登山



そのプラットフォームは、できますか？

Drupal 以外のCMSも、自由に選べますか？

国内リージョンや国産クラウドを選べますか？

異なるクラウドベンダー間でDR（災害対策）を構築できますか？

日本法・日本語で契約できますか？

AWS Marketplace 経由で購入できますか？

API呼び出しごとにLLMのバックエンドを切り替えられますか？

いくつ選べましたか？



agenda

amazee.io が掲げ

「4つの自由　

（The Four Freedoms）」

政府･

エンタープライズで

の導入実績

新しいかたちの

AI基盤「amazee.ai」
パートナー

開発会社・SIer様
へのご提案



Abou
t
● 2010 年、スイス・チューリッヒにて創業

● グローバル展開：スイス／ アメリカ／ UK／ オーストラリア／ 日本ほか

● 1000以上 のサイトをホスティング  

● 主力プロダクト：オープンソースプラットフォーム  "Lagoon"

100+
エンタープライズ顧客

100社以上

65+
チーム規模

65名以上



オープンソースCMS 
オーケストレーター
● GitHub —上で公開されているので、

誰でも中身を確認でき、貢献可能です

● Kubernetes と標準的な技術を用いて構築

● マネージドでありながら、

ブラックボックスではありません

● "プラットフォームの中身がそのまま見えます "



● Lagoonの思想は、ベンダーロックインを構造
的に避けることです

● オープンソースなので、必要であれば⾃社で運
⽤できます

● Kubernetesベースのため、エンジニアが既存
の知識を活かしやすい構成です

● 「ロックインは契約ではなく、アーキテクチャ
で防ぐ」

Freedom #1　技術の⾃由



Freedom #1　必要な時に、自分たちで拡
張できる

● 柔軟なCI/CD（GitHub Actions‧GitLab CI‧Bitbucket 
Pipelines‧独⾃構成）

● 独⾃サービスの追加（Redis、Elasticsearch、ワーカー、
カスタムコンテナなど）

● Webhook‧API‧Lagoon CLI に対応
● Lagoon 本体へ貢献し、プラットフォームの進化にも関わ

れます



Freedom #2　CMS の自由

● ひとつのプラットフォームで、さまざまなCMSを運⽤できます
● 従来型CMS：Drupal‧WordPress‧ConcreteCMS‧Movable Type
● ヘッドレスCMS：Strapi‧Directus‧Payload‧Sanity
● フロントエンド：Next.js‧Nuxt‧Astro‧SvelteKit



Freedom #2　すべてのWeb資産を、同じ運用標準
で

● コーポレートサイト：Drupal
● リクルーティングサイト：WordPress
● ECサイト：Magento‧WooCommerce‧EC 

CUBE
● キャンペーンサイト：ヘッドレスCMS ＋ 

Next.js
● 「同じCI/CD、同じセキュリティ、同じ運⽤で

管理できます」



Freedom #3　Dedicated Cloud（専有クラウド）

managed by amazee.io
provided by the customer
managed by the customer

● 共有型のマルチテナントではなく、組織専
⽤のインフラを利⽤できます

● データ主権‧予測しやすいコスト‧ガバナ
ンスを確保できます

● 「クラウドベンダーから借りるだけでな
く、⾃社専⽤のCMSクラウドを持つ」



Freedom #3　Dedicated Cloud（専有クラウド）
〜クラウドの選択も可能〜

● AWS‧Microsoft Azure‧Google Cloud
● 国産クラウド（予定）
● オンプレミス‧ハイブリッド構成
● 「データをどこに置くかは、⾃社の要件に合わせ

て決められます」

managed by amazee.io

managed by the customer



Freedom #3マルチクラウドDR（ Tokyo AWS × Osaka GCP）

● 通常時：AWS 東京リージョンで運⽤
● 障害時：GCP ⼤阪リージョンへ⾃動フェイル

オーバー
● 異なるクラウド‧異なるリージョンにまたが

る、実効性の⾼い冗⻑構成
● クラウドベンダー全体の障害にも備えられます
● BCPおよび⽇本の公共調達要件にも対応できま

す



Freedom #4　契約･調達も日本対応

準拠法：⽇本法 契約⾔語：⽇本語 紛争解決：東京地⽅
裁判所

海外仲裁条項はありま
せん。⽇本国内で解決
できます

海外発のクラウドでありながら、⽇本の組織として購⼊できます。



Freedom #4　　　　　　　　　での購入も可能 

● 既存のAWS予算‧契約を使って購⼊できま
す

● 新規ベンダー登録、与信審査、調達⼿続き
の負担を減らせます

● SI様にとって、提案から購⼊までの流れを
⼤幅に短縮できます

● 政府向けのAWSフレームワーク契約にも組
み込みやすい形です



実績と信頼性 01：GovCMS 
— オーストラリア政府公式のDrupalプラットフォーム

● オーストラリア政府の公式Drupalホスティング基盤です
● 370の政府系サイトをホスティングしています
● amazee.io 上で7年以上稼働し、SLAと各種セキュリティ認定にも対応しています
● 世界最⼤級の政府向けDrupalプラットフォームのひとつです

43M 
⽉間SaaSページ
ビュー：4,300万

100+
登録機関数：100以上

400+
アクティブ開発者数：
400名以上



● 北米・欧州・オーストラリアの大手企業や公共機関で採用されています

● メディア、金融、教育、製造、小売など、幅広い業種に対応しています

● 月間数十億ページビュー規模のワークロードをホスティングしています

実績と信頼性  02：グローバルでの実績



実績と信頼性 04：日本の公共部門・自治体
エンタープライズ企業

● ⼤⼿⽇本企業のグローバルサイト基盤として採⽤されてい
ます

● 多⾔語‧マルチブランド‧マルチリージョンでの運⽤に対
応しています

● ⽇本のSI‧デジタルエージェンシーとの連携実績がありま
す

● 中央省庁‧独⽴⾏政法⼈での採⽤実績がございます。
● ⽇本のセキュリティ基準‧調達基準への適合を実証



実績と信頼性 05：セキュリティ等の認証



amazee.ai：2026年、AIをめぐる3つの課題

エンタープライズ向けLLMラ
イセンスの⾼額な費⽤

顧客データを海外のLLMに送れない領域
（公共‧⾦融‧医療など）

ベンダーロックインによって、
モデルを⾃由に選べなくなること



amazee.ai：データ主権（ソブリン）を前提にした
        AIプラットフォーム

● 必要なLLMを、必要なリージョンに配置できます
● 複数のLLMを、ひとつの統⼀APIの背後で使い分け

られます
● データ主権を中⼼に据えて設計されています

amazee.io と同じ運⽤思想を、AIにも拡張します



● タスクごとに、最適なモデルへ動的に振り分けます
● Claude‧GPT‧Gemini‧Llama‧国産LLMを、ひとつ

の統⼀APIで扱えます
● コスト‧データ主権‧性能という3つの制約を、単⼀の

プラットフォームで解決します

amazee.ai：LLM バックックエンド選択



● 処理量が多く、重要度が低いタスク → より安価なモデルへ
● 重要度が⾼く、複雑なタスク → ⾼性能モデルへ

amazee.ai：ライセンスの置き換え



● AI検索（ベクトル検索 ＋ RAG）
● AI翻訳（多⾔語コンテンツの⾃動⽣成）
● AIによるコンテンツ⽣成
● 「CMSのトラフィックを、そのままAIワークロードにつなげられ

ます」

amazee.ai：CMSとの連携



パートナー‧SI様へのご提案
公共‧エンタープライズ案件での構造
的な優位性

● 提案時のインフラ構築コストを、実質的に取り除けます
● AWS Marketplace により、調達スピードを競争⼒に変えられます
● SIとしての利益率を保ちながら、価格競争⼒を⾼められます
● マルチクラウドDRを標準で利⽤できます



競合状況
グローバルSIは、すでに amazee.io 
を使っています

● ⼤⼿グローバルSIでの採⽤事例があります
● ⽇本では、いまが先⾏者になれるタイミングです
● 「競合が amazee.io を提案に組み込んできたとき、どう対応しますか？」



技術トレーニング 共同提案‧営業⽀
援

PoC⽀援 ⽇本チームによる
継続的なフォロー

アップ

パートナー⽀援
パートナーイネーブルメント



● PoC — まずはハンズオンの技術評価環境から（⽬安：2週間）
● トライアル — 既存サイトを試験的に移⾏（⽬安：1か⽉）
● 共同提案— 具体的な案件で協業（案件の規模‧内容により変動）

    

始め⽅
3つのスタート⽅法

2
Weeks

1
Month

Deal-
dependent



本⽇、持ち帰っていただきた
いこと

amazee.io が掲げる
「4つの⾃由
（The Four 

Freedoms）」

政府‧エンタープライズ
領域

での導⼊実績

新しいAI基盤
「amazee.ai」

パートナー‧SI様
へのご提案



ご参加いただき、ありがとうございました

お問い合わせはこちら：
https://annai.co.jp/amazeeio/get-in-touch



Macareux Aria Hosting ができるまで

制作会社が「CMS運用サービス」を事業化するまでの話

Why we chose amazee.io



自己紹介

菱川　拓郎

株式会社マカルーデジタル　代表取締役

趣味はプレミアリーグ観戦

Concrete CMS インテグレーション専門企業

ConcreteCMS®.com Certified Partner

ホスティング事業も展開



なぜホスティング事業を始めたのか



まずは、やってみた。

流行りのIaaSで。



CMS案件だから、インフラも標準化できるはずだった

レンタルサーバー 自前構築 コンテナ基盤

自由度 △ ◎ ◎

標準化 △ ⚪ ◎

運用負荷 ◎ △ ⚪

制作会社向け価格帯 ◎ ⚪ ✖

制作会社が提供する CMSホスティングとして成立しない



ほんとうにやりたかったこと



その答えが、 amazee.io

amazee.io



サービス化できた、 2つの要因

amazee.io

● Kubernetes運用を意識しない

● コンテナレジストリも管理不要

● ベースイメージも管理不要

● ローカル環境から本番まで一貫した運用

ANNAI

● 日本語サポート

● 導入支援

● Lagoonのノウハウ

● 国内パートナー支援

テクノロジーは  amazee.io, 事業化は  ANNAIのサポートで実現



amazee.io を選んだ結果








